
約 2,933 ㎡

建 物 棟 階　　数 構　　造 建築面積 延床面積
１号棟 地上２階・地下１階 鉄筋コンクリート 800㎡ 1,600㎡
２号棟 地上２階 鉄筋コンクリート 100㎡ 170㎡

乾燥設備棟 地上３階 鉄骨 80㎡ 250㎡
３号棟 地上１階 テント倉庫 170㎡ 170㎡
４号棟 地上２階 軽量鉄骨ブレース造 160㎡ 320㎡

産業廃棄物 : 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ、廃プラスチック類、
　　　　　　ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず、金属くず
一般廃棄物 : 汚泥



消化槽では､高温嫌気性消化処理
（メタン発酵）を行い､BOD 成分や
油分の約９割を分解除去します。
消化処理過程から発生する消化ガス
は脱硫塔へ送られます。 

消化槽から発生した消化ガスを脱
硫処理した後､ボイラ､発電機及び
脱水ケーキの乾燥処理の燃料に
有効利用します。 

脱硫処理した消化ガスを燃料として､
消化槽や可溶化タンクの加温用蒸気
をつくります。 

脱硫処理した消化ガスで発電機の
ガスタービンを回し発電します。
これにより施設需要電力の約3分の１
を賄います。また、消化槽投入汚泥も
加温用温水をつくります。 

容器に入った廃容器飲料を破砕
し、容器と内容物を分離させます。
内容物は廃水処理プラントへ送ら
れます。 

発電機スラッジドライヤー 破砕機
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脱水ケーキは、乾燥機によって水分
を蒸発させ乾燥させます。また、
乾燥後の排ガスは消化ガスを燃料
とした脱臭熱風炉で脱臭しその
排ガスは熱交換器により循環乾燥
ガスへ熱供給し、廃熱利用した後、
大気放散します。
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ビルピット汚泥等の発生地域の中心に位置し、
24時間運転による受入体制で深夜・緊急作業
にも対応できます。 

コージェネレーションシステム 
消化槽で発生するメタンガスを主成分とした消化ガスは、
脱硫処理した後、以下のように有効利用しています。 
①ボイラからの蒸気による消化槽の加温や油分の可溶化
②乾燥設備による汚泥の乾燥
③発電機による施設内の電力供給
④発電機排熱ボイラからの温水による消化槽投入汚泥の加温

廃容器飲料の受け入れ 
ペットボトルや缶類の廃容器飲料も、破砕機に
より容器と内容物を分離できるため受け入れ
可能です。 

WASTE  WATER  TREATMENT  PL ANT  LINE

負荷変動に強い以下の組み合わせにより、
日量 400トンの廃水に含まれる有機物を
約９９％まで分解除去します。
①メタン発酵処理
②ディープシャフトによる活性汚泥処理
③硝化脱窒循環変法


